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③まつのやま

受彰者を代表して丸山定一さんが

謝辞を述べました

籍晶繕響・　・・記　おめでとう松之山町
（葛飾区からは渡辺助役さんが出席）

　　　　　　　　　　　　　　　町制施行30周年

　　　　　　　　　　鵬4纏蜘）

　　　町発展の功績者を表彰　表彰を受けられた皆さん

表彰者名簿　 （敬称略）

住　所 氏　　　　　　　　名 区　　　　　分 功　　績　　内　　容

湯　山
株式会社　高橋組

社　長　　高　橋　伸　一 地域経済振興功労 建設事業による地域経済
振興

天水島
株式会社　凌雲閣

社　長　　島　田　　　一 観光振興功労
温泉旅館の中核としての
実績

新　山
有限会社　小島屋製菓

代　表　　小　山　政　治
ノノ 特産　志んこ餅製造販売

湯　本 村　山　　　　健 ノノ 野鳥愛護、自然保護

浦　田
豪　雪　塾

代　表　　丸　山　定　一 町おこし振興功労
都市と農村の交流による
地域振興

黒　倉 小　見　　重　義 文化振興功労 写真による農村文化の向
上

松之山 相　沢　　和　夫 ノノ 古文書、調査研究

天水島 高　橋　　英　司 農林業振興 林業振興、きのこ生産

　●湯之島 山　口　　清　治 　　一ノノ 農業振興、米作NQ1

北浦田 本　山　　　　勉 ノノ 畜産振興、和牛肥育
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っ
た

こ
れ
ま
で
町
発
展
の
た
め
多
人
な
　
　
色
鮮
や
か
な
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
が
皆

功
績
を
し
て
い
る
、
二
社
・
六
名
・
　
　
さ
ん
に
振
舞
わ
れ
、
約
一
時
間
半

一
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
　
　
の
式
典
が
終
．
～
し
ま
し
た
。

町
よ
り
表
彰
状
と
記
八
，
心
品
が
贈
ら
　
　
　
ト
年
後
、
四
十
周
年
を
祝
う
と

れ
ま
し
た
。
　
（
表
彰
さ
れ
た
方
々
　
　
き
松
之
山
町
は
ど
ん
な
変
貌
を
見

は
別
に
掲
載
）
　
表
彰
者
を
代
表
　
　
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

し
て
浦
田
豪
雪
塾
代
表
、
丸
山
定

ー
O
霧
i



l
O
O
o
り
ー

鮪
）

　
昨
年
か
ら
始
め
た
真
夏
の
嘗
ま

つ
り
「
大
厳
寺
高
原
ま
つ
り
」
が

八
月
十
三
日
行
わ
れ
、
町
民
や
お

盆
帰
り
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
朝
か
ら
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ

け
る
素
晴
ら
し
い
天
候
の
中
、
高

原
の
涼
し
さ
と
害
の
冷
た
さ
を
味

わ
お
う
と
、
家
族
連
れ
を
中
心
に

大
勢
の
人
が
繰
り
出
し
、
熱
気
球

○

轟むで蓄・．，

趣．、燕

早くから家族連れでにぎわう会場

君
は
熱
気
球
に
乗
っ
た
か
な
ノ

O
　
　
　
　
　
　
　
大
厳
寺
高
原
ま
つ
り
大
盛
況

の
乗
り
場
に
は
い
く
か
ら
順
番
待

ち
の
行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
人
口
の
売
店
に
は
、
天
然

の
雪
で
作
っ
た
カ
キ
氷
も
川
意
さ

れ
、
子
供
た
ち
の
人
気
を
誘
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
と
い
っ

て
も
人
気
の
あ
っ
た
の
は
“
熱
気

球
”
。
小
壬
谷
の
熱
気
球
ク
ラ
ブ

「
越
後
風
船
共
和
国
」
の
皆
さ
ん

が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
物
で
、
症
・

六
人
（
大
人
ば
か
り
だ
と
、
．
一
～
四

人
）
を
ド
の
カ
ゴ
に
乗
せ
て
、
地

上
二
〇
m
位
ま
で
フ
ワ
リ
、
フ
ワ

リ
と
浮
き
L
が
り
、
し
ば
し
空
中

散
歩
が
楽
し
め
ま
し
た
。
待
っ
て

い
る
人
が
沢
山
の
た
め
、
浮
い
て

い
る
時
問
が
短
か
く
ち
ょ
っ
と
残

念
。
そ
れ
で
も
貴
重
な
体
験
を
し

て
み
よ
う
と
、
暑
い
中
、
一
時
問

以
上
の
待
ち
時
問
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
長
い
行
列
が
ず
っ
と
出
来
て

い
ま
し
た
。

　
雪
の
ヒ
で
は
素
足
で
行
う
”
雪

上
つ
な
引
き
大
会
”
が
行
わ
れ
、

－
「
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
ま

し
た
。
冷
た
さ
を
必
死
に
ガ
マ
ン

し
て
の
つ
な
引
き
、
最
後
は
足
の

感
覚
が
な
く
な
る
と
か
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
苫
労
さ

ま
で
し
た
。

　
今
回
も
う
一
つ
注
口
さ
れ
た
の

が
”
ジ
ャ
ン
ボ
イ
ワ
ナ
”
の
つ
か

み
取
り
。
小
学
校
．
二
年
生
以
下
の

・
r
供
た
ち
に
池
に
放
流
し
た
イ
ワ

ナ
を
素
手
で
つ
か
ま
え
て
も
ら
お
う

樽臨試準

噸プ
　　6

と
し
う
も
の
で
、
つ
カ
ま
え
た
イ

ワ
ナ
ニ
人
一
匹
）
は
持
ち
帰
え

れ
る
と
あ
っ
て
、
み
ん
な
び
し
ょ

び
し
ょ
に
な
り
な
が
ら
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。

　
カ
ブ
ト
虫
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、

ヂ
供
た
ち
に
と
っ
て
は
夏
休
み
の

楽
し
い
思
い
出
の
一
口
に
な
っ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　
夜
は
星
空
映
写
会
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
す
ご
い
夕
立
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何

〉熱
気
球
に
乗
っ
て
上
か
ら
見
る
と

会
場
が
こ
ん
な
様
に
見
え
ま
し
た
．

⑤まつのやま

見
舞
わ
れ
、
急
き
ょ
希
望
館
の
二

階
に
会
場
を
移
動
し
て
の
上
映
と

な
り
ま
し
た
。
松
之
山
下
蝦
池
出

身
の
マ
ン
ガ
家
・
重
野
秀
一
さ
ん

の
作
品
を
映
画
に
し
た
「
バ
リ
バ

リ
伝
説
」
が
上
映
さ
れ
、
若
者
を

中
心
に
会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
が

集
ま
り
ま
し
た
。
外
で
見
れ
な
く

ち
ょ
っ
と
残
念
。
次
の
機
会
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

無
醸
、

ワ
犠

●・
戯
　
、
多

ゼ
外

，
盈
》

　
●
旨

鎖
．
、

熟
構

戸
（

ζシ
、毒の

、
亀

、
飯
・
專
～

　
噸
、

磯
ノ

、

　　、爆　　　　笠　　　　　　　　ン》’y「一

鯉舜鴛いのをガマンし喋鷲ひき．

つ
“

　
　
　
、

煙
・
『

垂
趣

　
ひ
、

⑤
舶

鍾艶嚢

難
鷹

“雪上開放タイム。チビッ子たちはびしょ

ぴしょになるのも気にせず遊びに無中。

』論
今回初めて行われた“ジャンボイワナつかみ取り．

つかまえたのは持って帰えれるとあってみんな必死。

，犠　声

．鮒　　　一

幽顔
　『
－6、

聡プ

轡
・脇

h
嚢
．

ご讐．☆．繍網、縞．臥▽惑　　　謹惣．
　　　　　　　　　鞠　　　1霧、鎌罰　　 ・

、

・　鯛藪、．“

　　　　　　　　・芝ム』鰯・騨「糊襯

「講φ，諮麓藤談嬬袴や、』メ　　　購
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“カブト虫プレゼントコーナー“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虫の数が足りず、くじ引きでのプレゼント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となってしまいました。　「ゴメンね！」
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老人医療費の総額2億9，307万円に！
46万5，930円）（一入当り

293，070千円

蘭
　
当
町
の
昭
和
六
十
二
年
度
の
老

人
医
療
費
の
状
況
を
ま
と
め
た
結

果
、
総
額
で
二
億
九
、
三
〇
七
万

円
と
な
り
前
年
度
と
比
較
す
る
と

金
額
で
四
、
五
〇
〇
万
円
の
増
、

伸
び
率
で
十
八
・
三
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
．

　
ま
た
、
こ
れ
を
老
人
一
人
当
り

に
す
る
と
金
額
で
四
六
五
、
九
三

〇
円
に
も
な
り
、
伸
び
率
も
十
八
・

八
％
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
現

在
の
老
人
保
健
法
に
な
っ
て
以
来

い
ず
れ
も
最
高
の
金
額
で
し
た
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
大
き

な
伸
び
を
示
し
た
か
を
診
療
科
口

別
に
見
て
み
る
と
、
入
院
が
前
年

度
比
三
十
四
・
八
％
増
の
一
億
二
、

図1　昭和62年度

　　老人医療費の診療科目別の比較

歯科
7，566，890円　　その他386，250円
　（321f牛）　　　　　　一　（57イ牛）

六
六
九
万
円
、
外
来
が
八
・
六
％

増
の
一
億
五
、
八
四
二
万
円
、
歯

科
が
五
・
一
％
増
の
七
五
六
万
円

で
、
何
と
言
っ
て
も
入
院
の
伸
び

率
が
大
き
く
、
こ
れ
が
昭
和
六
十

二
年
度
の
老
人
医
療
費
全
体
を
大

き
く
押
し
上
げ
た
型
と
な
り
ま
し

た
。　

と
く
に
、
入
院
で
の
高
額
医
療

費
が
多
く
、
一
件
一
〇
〇
万
円
以

上
の
請
求
件
数
が
二
十
二
件
も
あ

り
、
そ
の
総
金
額
も
二
、
七
二
六

万
円
に
も
な
り
、
入
院
費
全
体
の

二
十
一
％
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
件
の
殻
高
請
求

金
額
は
、
二
七
八
万
二
、
七
〇
〇

円
で
し
た
。

（321f牛）　　　　　　　　　　　　　　　　（57イ牛）

’峯
‘飛
’7．。

！て．

7｝4
『
‘
－

瓢・

‘
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外
来
分

　
県
公
衆
衛
生
課
が
ま
と
め
た
資

料
に
よ
る
と
、
県
内
の
老
人
医
療

給
付
費
支
弁
額
の
老
人
一
人
当
り

の
金
額
は
、
黒
崎
町
が
五
九
三
、

三
八
五
円
で
第
一
位
、
次
い
で
新

潟
市
の
五
六
七
、
六
七
八
円
と
な

り
、
当
町
は
四
五
〇
、
九
三
〇
円

で
県
内
百
十
二
市
町
村
中
、
第
十

三
位
と
高
い
金
額
で
し
た
。

　
こ
れ
を
、
診
療
科
目
別
に
見
て

み
る
と
入
院
分
が
一
九
六
、
二
八

六
円
の
第
五
十
五
位
、
歯
科
が
一

　
一
、
五
七
六
円
の
第
六
十
九
位
と

そ
れ
ぞ
れ
真
ん
巾
く
ら
い
の
順
位
に

対
し
、
外
来
分
が
第
一
位
の
田
ヒ

較比の

県
内
第
二
位
に

町
の
二
四
二
、
五
三
七
円
に
次
ぐ

第
二
位
の
二
四
二
、
四
八
O
円
と

非
常
に
高
い
金
額
で
し
た
。
　
（
図

二
）　

こ
の
よ
う
に
、
当
町
は
県
内
で

も
老
人
医
療
費
が
高
い
町
で
あ
り
、

今
後
も
高
齢
化
が
進
む
中
で
医
療

費
も
年
々
増
大
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
老
人
医
療

費
一
億
八
、
九
八
三
万
円
に
対
し
、

昭
和
六
十
二
年
度
は
、
一
・
五
倍

強
の
二
億
九
、
三
〇
七
万
円
で
し

た
。

七
〇
歳
に
な
っ
た
ら

図2　昭和62年度　老人医療給付費

　県内における1人当たりの支弁額

593，385円

鐸
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30、108円

　1位
（中郷村）
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図3　年度別　老人医療費

　　　　　　　及ぴ受診率の比較

受診率

247．788

6

229，107

開

60

214．155

189．835

雌58年度

⑦まつのやま

　　　千円

300，000

260，．000

220，000

180，000

健
康
管
理
、
体
力
つ
く
り
を

　
老
人
医
療
費
の
財
源
の
ほ
と
ん

ど
は
、
若
い
人
た
ち
の
負
担
で
賄

わ
れ
て
お
り
、
老
人
の
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
若

い
人
の
負
担
が
大
き
く
な
る
わ
け

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、

桑

　
お
年
寄
り
に
な
る
と
　
ど
う
し

て
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
機
会

が
多
く
な
る
の
は
や
む
を
得
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
の
心
が
け
で
必
要

以
上
な
多
受
診
は
し
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
や
体

力
つ
く
り
を
進
め
、
町
総
合
検
診

や
定
期
検
診
を
受
け
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
ノ

フ’

聾
．

∀

、

翠
＼

　
満
七
〇
歳
（
ね
た
き
り
の
お
年

寄
り
は
六
五
歳
以
上
）
に
な
る
と

老
人
保
健
法
の
老
人
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
を
受
け
る
際
に
は
、
届
け

出
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
「
医
療

受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
七
〇
歳
の
誕
生
H
を
迎
え
た
ら
、

「
健
康
保
険
証
」
と
「
印
鑑
し
を

持
参
の
上
、
住
民
課
福
祉
係
の
窓

口
へ
届
け
出
を
し
て
、
　
「
医
療
受

給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て
下
さ

い
。

　
尚
、
係
で
も
毎
月
対
象
者
を
把

握
し
、
通
知
し
て
い
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に

　
　
　
　
か
か
る
と
き

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
と

き
は
、
必
ず
「
健
康
保
険
証
」
と

老
人
保
健
法
に
よ
り
交
付
さ
れ
た

　
「
健
康
乎
帳
」
「
医
療
受
給
者
証
」

を
窓
日
へ
提
示
す
る
よ
う
義
務
ず

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
こ
れ
ら
を
持
参

し
な
い
で
診
療
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
お
年
寄
り
が
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
老
人
医
療
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
必
ず
持
参
の
上
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
し
て
ト
さ
い
。
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殴

保
険
証
が
変
更
に

　
　
　
　
な
っ
た
と
き

　
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
は
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
七
〇

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変

更
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
加
入
資

格
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
．

　
お
早
め
に
、
届
け
出
を
し
て
ド

さ
い
。

　
尚
、
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
た

時
に
も
届
け
…
が
必
要
で
す
。

※
老
人
医
療
に
関
す
る

　
　
　
お
問
い
合
せ
は
！

　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係
へ
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新潟県

中小企業設備
0

リース助成事業

陀噛竃

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振

興
公
社
で
は
、
生
産
設
備
等
を
リ

ー
ス
に
よ
り
導
入
し
よ
う
と
す
る

中
小
企
業
者
に
対
し
、
次
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
組
み
と
し
て
は
、
指
定
リ
ー

ス
会
社
と
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
企

業
に
対
し
て
、
毎
月
支
払
う
リ
ー

ス
料
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

　
要
件
と
し
て
は
、
製
造
業
で
あ

っ
て
、
従
業
員
数
が
二
十
一
人
以

上
の
中
小
企
業
者
で
す
。
一
件
あ

た
り
の
取
得
価
格
が
二
百
万
円
以

上
の
も
の
（
検
査
設
備
は
百
万
円
）

と
な
っ
て
お
り
、
合
計
額
は
一
億

円
以
内
ま
で
。
ま
た
、
リ
ー
ス
期

問
は
三
年
以
上
卜
年
以
内
の
も
の

で
す
。

　
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
等
に

っ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
役
場
内

振
興
課
、
商
に
観
光
係
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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老人医療費の総額2億9，307万円に！
46万5，930円）（一入当り

293，070千円

蘭
　
当
町
の
昭
和
六
十
二
年
度
の
老

人
医
療
費
の
状
況
を
ま
と
め
た
結

果
、
総
額
で
二
億
九
、
三
〇
七
万

円
と
な
り
前
年
度
と
比
較
す
る
と

金
額
で
四
、
五
〇
〇
万
円
の
増
、

伸
び
率
で
十
八
・
三
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
．

　
ま
た
、
こ
れ
を
老
人
一
人
当
り

に
す
る
と
金
額
で
四
六
五
、
九
三

〇
円
に
も
な
り
、
伸
び
率
も
十
八
・

八
％
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
現

在
の
老
人
保
健
法
に
な
っ
て
以
来

い
ず
れ
も
最
高
の
金
額
で
し
た
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
大
き

な
伸
び
を
示
し
た
か
を
診
療
科
口

別
に
見
て
み
る
と
、
入
院
が
前
年

度
比
三
十
四
・
八
％
増
の
一
億
二
、

図1　昭和62年度

　　老人医療費の診療科目別の比較

歯科
7，566，890円　　その他386，250円
　（321f牛）　　　　　　一　（57イ牛）

六
六
九
万
円
、
外
来
が
八
・
六
％

増
の
一
億
五
、
八
四
二
万
円
、
歯

科
が
五
・
一
％
増
の
七
五
六
万
円

で
、
何
と
言
っ
て
も
入
院
の
伸
び

率
が
大
き
く
、
こ
れ
が
昭
和
六
十

二
年
度
の
老
人
医
療
費
全
体
を
大

き
く
押
し
上
げ
た
型
と
な
り
ま
し

た
。　

と
く
に
、
入
院
で
の
高
額
医
療

費
が
多
く
、
一
件
一
〇
〇
万
円
以

上
の
請
求
件
数
が
二
十
二
件
も
あ

り
、
そ
の
総
金
額
も
二
、
七
二
六

万
円
に
も
な
り
、
入
院
費
全
体
の

二
十
一
％
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
件
の
殻
高
請
求

金
額
は
、
二
七
八
万
二
、
七
〇
〇

円
で
し
た
。
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外
来
分

　
県
公
衆
衛
生
課
が
ま
と
め
た
資

料
に
よ
る
と
、
県
内
の
老
人
医
療

給
付
費
支
弁
額
の
老
人
一
人
当
り

の
金
額
は
、
黒
崎
町
が
五
九
三
、

三
八
五
円
で
第
一
位
、
次
い
で
新

潟
市
の
五
六
七
、
六
七
八
円
と
な

り
、
当
町
は
四
五
〇
、
九
三
〇
円

で
県
内
百
十
二
市
町
村
中
、
第
十

三
位
と
高
い
金
額
で
し
た
。

　
こ
れ
を
、
診
療
科
目
別
に
見
て

み
る
と
入
院
分
が
一
九
六
、
二
八

六
円
の
第
五
十
五
位
、
歯
科
が
一

　
一
、
五
七
六
円
の
第
六
十
九
位
と

そ
れ
ぞ
れ
真
ん
巾
く
ら
い
の
順
位
に

対
し
、
外
来
分
が
第
一
位
の
田
ヒ

較比の

県
内
第
二
位
に

町
の
二
四
二
、
五
三
七
円
に
次
ぐ

第
二
位
の
二
四
二
、
四
八
O
円
と

非
常
に
高
い
金
額
で
し
た
。
　
（
図

二
）　

こ
の
よ
う
に
、
当
町
は
県
内
で

も
老
人
医
療
費
が
高
い
町
で
あ
り
、

今
後
も
高
齢
化
が
進
む
中
で
医
療

費
も
年
々
増
大
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
老
人
医
療

費
一
億
八
、
九
八
三
万
円
に
対
し
、

昭
和
六
十
二
年
度
は
、
一
・
五
倍

強
の
二
億
九
、
三
〇
七
万
円
で
し

た
。

七
〇
歳
に
な
っ
た
ら
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健
康
管
理
、
体
力
つ
く
り
を

　
老
人
医
療
費
の
財
源
の
ほ
と
ん

ど
は
、
若
い
人
た
ち
の
負
担
で
賄

わ
れ
て
お
り
、
老
人
の
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
若

い
人
の
負
担
が
大
き
く
な
る
わ
け

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、

桑

　
お
年
寄
り
に
な
る
と
　
ど
う
し

て
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
機
会

が
多
く
な
る
の
は
や
む
を
得
ま
せ

ん
。
一
人
一
人
の
心
が
け
で
必
要

以
上
な
多
受
診
は
し
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
や
体

力
つ
く
り
を
進
め
、
町
総
合
検
診

や
定
期
検
診
を
受
け
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
ノ

フ’

聾
．

∀

、

翠
＼

　
満
七
〇
歳
（
ね
た
き
り
の
お
年

寄
り
は
六
五
歳
以
上
）
に
な
る
と

老
人
保
健
法
の
老
人
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
を
受
け
る
際
に
は
、
届
け

出
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
「
医
療

受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
七
〇
歳
の
誕
生
H
を
迎
え
た
ら
、

「
健
康
保
険
証
」
と
「
印
鑑
し
を

持
参
の
上
、
住
民
課
福
祉
係
の
窓

口
へ
届
け
出
を
し
て
、
　
「
医
療
受

給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て
下
さ

い
。

　
尚
、
係
で
も
毎
月
対
象
者
を
把

握
し
、
通
知
し
て
い
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に

　
　
　
　
か
か
る
と
き

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
と

き
は
、
必
ず
「
健
康
保
険
証
」
と

老
人
保
健
法
に
よ
り
交
付
さ
れ
た

　
「
健
康
乎
帳
」
「
医
療
受
給
者
証
」

を
窓
日
へ
提
示
す
る
よ
う
義
務
ず

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
こ
れ
ら
を
持
参

し
な
い
で
診
療
を
受
け
よ
う
と
し

て
い
る
お
年
寄
り
が
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
老
人
医
療
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
必
ず
持
参
の
上
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
し
て
ト
さ
い
。

遠

　　るδ
　　乙、ノ
　、、一、／1

　
あ
レ
ぐ
ド
オ

．
蜷

講
憲
欝

m
　
　
3
　
2

殴

保
険
証
が
変
更
に

　
　
　
　
な
っ
た
と
き

　
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
は
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
七
〇

歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変

更
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
加
入
資

格
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
．

　
お
早
め
に
、
届
け
出
を
し
て
ド

さ
い
。

　
尚
、
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
た

時
に
も
届
け
…
が
必
要
で
す
。

※
老
人
医
療
に
関
す
る

　
　
　
お
問
い
合
せ
は
！

　
　
　
　
　
住
民
課
福
祉
係
へ
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新潟県

中小企業設備
0

リース助成事業

陀噛竃

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振

興
公
社
で
は
、
生
産
設
備
等
を
リ

ー
ス
に
よ
り
導
入
し
よ
う
と
す
る

中
小
企
業
者
に
対
し
、
次
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
組
み
と
し
て
は
、
指
定
リ
ー

ス
会
社
と
リ
ー
ス
契
約
を
し
た
企

業
に
対
し
て
、
毎
月
支
払
う
リ
ー

ス
料
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

　
要
件
と
し
て
は
、
製
造
業
で
あ

っ
て
、
従
業
員
数
が
二
十
一
人
以

上
の
中
小
企
業
者
で
す
。
一
件
あ

た
り
の
取
得
価
格
が
二
百
万
円
以

上
の
も
の
（
検
査
設
備
は
百
万
円
）

と
な
っ
て
お
り
、
合
計
額
は
一
億

円
以
内
ま
で
。
ま
た
、
リ
ー
ス
期

問
は
三
年
以
上
卜
年
以
内
の
も
の

で
す
。

　
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
等
に

っ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
役
場
内

振
興
課
、
商
に
観
光
係
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
「
み
な
か
み
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
採
用
の
案
内

　
新
井
市
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み

な
か
み
の
里
し
で
、
来
年
七
月
開

設
に
向
け
、
施
設
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
募
集
す
る
職
種
と
受
験
資
格
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
次
・

二
次
試
験
の
結
果
に
よ
り
採
川
が

決
｛
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。
，

▽
職
種
及
び
人
数

o
事
務
員
　
一
名
（
高
校
卒
業
以

　
　
上
、
自
動
車
免
許
所
有
者
）

o
生
活
指
導
員
　
一
名
（
社
会
福

　
　
祉
主
事
等
の
資
格
を
有
す
る

　
　
者
）

○
看
護
婦
・
看
護
士
　
三
名
（
準

　
　
看
護
婦
以
上
の
資
格
を
有
す

　
　
る
者
）

○
栄
養
士
　
一
名

　
　
を
有
す
る
者
）

○
寮
父
母
　
男
六
名
・
女
十
六
名

○
介
助
員
兼
運
転
員
　
二
名
（
大

　
　
型
免
許
所
有
者
）

　
以
上
の
ほ
か
、
上
越
地
域
に
住

所
を
有
す
る
者
、
又
は
父
母
等
生

計
の
中
心
者
の
住
所
が
あ
る
者
。

　
資
格
・
免
許
に
つ
い
て
は
昭
和

六
卜
四
年
六
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
を
今
口
み
ま
す
。

　
受
験
の
受
付
は
、
九
月
十
．
一
H

（
月
）
奥
、
＋
六
口
（
月
）
ま
で

の
期
間
に
行
い
、
試
験
は
ト
月
二

卜
三
日
（
H
）
に
新
井
中
学
校
を

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
各
職
種
に
は
年
齢
制
限
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
喉
は
役
場

住
民
課
福
祉
係
に
お
聞
き
く
だ
さ

い
。　

　
　
　
イ

　
　
　
　
リ

。
）幡謬蓼智

．

o

　
　
町
で
三
分
の

　
町
で
は
、
毎
週
曜
日
を
｛
疋
め
て

家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
収
佳
木
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
収
集
車

が
来
る
ま
で
の
問
に
猫
や
カ
ラ
ス

に
よ
っ
て
ち
ら
か
さ
れ
る
事
が
多

く
、
人
変
困
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
松
之
山
と
湯
山
部
落
で

町
の
補
助
を
受
け
て
、
写
真
の
よ

う
な
鉄
製
の
生
ゴ
一
ミ
専
川
カ
ゴ
一
を

　
利
川
者
か
ら
は
「
猫
や
カ
ラ
ス

大
亦
反
好
評
な
よ
う
で
す
。

　
　
さ
い
ノ

六
基
購
人
し
て
利
川
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
汚
れ
な
く
て
あ
り
が
た
い
。

と
、

｝1

ノ
，幣

L．璽

肇

補
助
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
部
落
で
設
置
を
希
望

さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
場
合
、
町
で

購
人
費
の
。
』
分
の
．
補
助
し
ま
す

の
で
住
民
課
保
健
衛
生
係
ま
で
巾

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
価
格
は
人
型
（
松
之
山
部
落
の

も
の
）
．
κ
万
円
。
小
型
（
湯
山
部

落
の
も
の
）
．
、
一
．
力
八
r
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
”
、
一
分
の
一
補
助
。

　
組
み
立
て
式
で
す
の
で
冬
な
ど

は
小
さ
く
収
納
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
．

麟
蹴
露
一
5
、

念
願
の
上
鰍
池
大
橋
建
設
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
を
あ
げ
て
起
工
式
を
祝
う

　
冬
期
問
の
安
全
な
道
路
確
保
に

向
け
て
、
長
い
間
部
落
一
丸
と
な

っ
て
要
望
し
続
け
て
来
た
”
町
道

東
川
上
蝦
池
線
”
の
道
路
改
良
工

事
起
工
式
が
、
八
月
九
日
の
午
後
、

近
藤
県
道
路
維
持
課
．
長
を
迎
え
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
起
工
式
は
上
鰐
池
部
落
の
㌃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

。
罐
饗
も
罐
一

醐　
謹

ん
ど
の
方
た
ち
が
見
守
る
中
で
行

わ
れ
、
県
L
木
関
係
、
町
当
局
、

施
工
業
者
、
部
落
区
．
長
ら
多
数
の

方
が
出
席
し
、
工
事
の
着
に
を
喜

ぶ
と
と
も
に
安
全
を
析
願
し
よ
し

た
。　

こ
の
路
線
に
は
∵
O
O
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
人
橋
や
、
ス
ノ
ー
シ

上鰐池部落の入口での起工式、神官によって

工事の安全が祈願されました、、

エ
ィ
ド
も
建
設
さ
れ
る
．
レ
｛
。
止
で
、

大
変
経
費
と
時
問
が
か
か
る
人
．
L

事
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

地
．
兀
の
期
待
も
人
き
く
、
　
一
H
も

早
い
膚
．
先
成
が
胡
．
L
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
起
工
式
後
の
祝
賀
会
の
巾
で
、

県
の
課
．
長
に
対
し
、
小
幽
．
r
生
全
員

で
冬
の
通
賜
．
あ
厳
し
さ
を
訴
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
近
藤
課
．
長
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭

　
　
　
　
　
　
　
嘉
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
循

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇

聴ヌ蓼
子供からお年寄
起工式を見守る

郷
松之山部落に設置してあるカゴ
この型は大きい方です、、

「
わ
が
む
ら
わ
が
ま
ち

　
　
自
慢
の
逸
品
ま
つ
り
」
、

　
　
　
開
　
催

　
近
年
、
　
「
村
お
こ
し
」
　
「
一
村

一
品
運
動
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地

域
活
性
化
の
た
め
の
特
産
品
づ
く

り
が
全
国
的
に
活
発
化
し
て
お
り
、

新
潟
県
に
お
い
て
も
市
町
村
・
商

工
団
体
・
農
協
等
が
様
々
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
、
新

し
い
特
産
品
の
販
路
開
拓
を
図
る

た
め
、
県
主
催
で
「
わ
が
む
ら
わ

が
ま
ち
自
慢
の
逸
品
ま
つ
り
［
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
各
市
町
村
か
ら
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
特
産
品
が
展
示
即
売

さ
れ
る
ほ
か
、
特
産
品
の
手
づ
く

り
実
演
、
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

県
下
の
ミ
ス
大
集
合
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
松
之
山
町
か
ら
は
商
工
会
の
野

　
鳥
こ
け
し
”
が
出
店
し
ま
す
。

▼
会
期
　
九
月
二
十
一
日
～
二
十

　
　
　
山
パ
日
ま
で

▼
会
場
　
新
潟
市
　
大
和
新
潟
店

「
財
政
的
に
は
厳
し
い
が
一
口
も

早
く
完
成
出
来
る
よ
う
県
と
し
て

も
努
力
す
る
一
と
約
束
し
て
行
か

れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
改
良
．
」
事
は
、
高
橋
組

に
よ
っ
て
部
落
の
人
H
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
夢
の
人
橋
を
渡
れ

る
口
も
、
そ
う
虫
迷
い
喉
で
は
な
い

よ
う
で
す
。

園　
　
　
　
　
　
　
窓

祝
賀
会
の
席
上
、
小
学
生
全
員
で

一
日
も
早
い
完
成
を
県
の
課
長
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

近藤県道路維持課長が「一日も早く完成

させるよう最大限の努力をします」と、

あいさつ
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
「
み
な
か
み
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
採
用
の
案
内

　
新
井
市
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み

な
か
み
の
里
し
で
、
来
年
七
月
開

設
に
向
け
、
施
設
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
募
集
す
る
職
種
と
受
験
資
格
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
次
・

二
次
試
験
の
結
果
に
よ
り
採
川
が

決
｛
疋
さ
れ
て
い
ま
す
。
，

▽
職
種
及
び
人
数

o
事
務
員
　
一
名
（
高
校
卒
業
以

　
　
上
、
自
動
車
免
許
所
有
者
）

o
生
活
指
導
員
　
一
名
（
社
会
福

　
　
祉
主
事
等
の
資
格
を
有
す
る

　
　
者
）

○
看
護
婦
・
看
護
士
　
三
名
（
準

　
　
看
護
婦
以
上
の
資
格
を
有
す

　
　
る
者
）

○
栄
養
士
　
一
名

　
　
を
有
す
る
者
）

○
寮
父
母
　
男
六
名
・
女
十
六
名

○
介
助
員
兼
運
転
員
　
二
名
（
大

　
　
型
免
許
所
有
者
）

　
以
上
の
ほ
か
、
上
越
地
域
に
住

所
を
有
す
る
者
、
又
は
父
母
等
生

計
の
中
心
者
の
住
所
が
あ
る
者
。

　
資
格
・
免
許
に
つ
い
て
は
昭
和

六
卜
四
年
六
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
を
今
口
み
ま
す
。

　
受
験
の
受
付
は
、
九
月
十
．
一
H

（
月
）
奥
、
＋
六
口
（
月
）
ま
で

の
期
間
に
行
い
、
試
験
は
ト
月
二

卜
三
日
（
H
）
に
新
井
中
学
校
を

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
各
職
種
に
は
年
齢
制
限
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
喉
は
役
場

住
民
課
福
祉
係
に
お
聞
き
く
だ
さ

い
。　

　
　
　
イ

　
　
　
　
リ

。
）幡謬蓼智

．

o

　
　
町
で
三
分
の

　
町
で
は
、
毎
週
曜
日
を
｛
疋
め
て

家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
収
佳
木
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
収
集
車

が
来
る
ま
で
の
問
に
猫
や
カ
ラ
ス

に
よ
っ
て
ち
ら
か
さ
れ
る
事
が
多

く
、
人
変
困
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
松
之
山
と
湯
山
部
落
で

町
の
補
助
を
受
け
て
、
写
真
の
よ

う
な
鉄
製
の
生
ゴ
一
ミ
専
川
カ
ゴ
一
を

　
利
川
者
か
ら
は
「
猫
や
カ
ラ
ス

大
亦
反
好
評
な
よ
う
で
す
。

　
　
さ
い
ノ

六
基
購
人
し
て
利
川
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
汚
れ
な
く
て
あ
り
が
た
い
。

と
、

｝1

ノ
，幣

L．璽

肇

補
助
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
部
落
で
設
置
を
希
望

さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
場
合
、
町
で

購
人
費
の
。
』
分
の
．
補
助
し
ま
す

の
で
住
民
課
保
健
衛
生
係
ま
で
巾

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
価
格
は
人
型
（
松
之
山
部
落
の

も
の
）
．
κ
万
円
。
小
型
（
湯
山
部

落
の
も
の
）
．
、
一
．
力
八
r
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
”
、
一
分
の
一
補
助
。

　
組
み
立
て
式
で
す
の
で
冬
な
ど

は
小
さ
く
収
納
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
．

麟
蹴
露
一
5
、

念
願
の
上
鰍
池
大
橋
建
設
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
を
あ
げ
て
起
工
式
を
祝
う

　
冬
期
問
の
安
全
な
道
路
確
保
に

向
け
て
、
長
い
間
部
落
一
丸
と
な

っ
て
要
望
し
続
け
て
来
た
”
町
道

東
川
上
蝦
池
線
”
の
道
路
改
良
工

事
起
工
式
が
、
八
月
九
日
の
午
後
、

近
藤
県
道
路
維
持
課
．
長
を
迎
え
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
起
工
式
は
上
鰐
池
部
落
の
㌃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

。
罐
饗
も
罐
一

醐　
謹

ん
ど
の
方
た
ち
が
見
守
る
中
で
行

わ
れ
、
県
L
木
関
係
、
町
当
局
、

施
工
業
者
、
部
落
区
．
長
ら
多
数
の

方
が
出
席
し
、
工
事
の
着
に
を
喜

ぶ
と
と
も
に
安
全
を
析
願
し
よ
し

た
。　

こ
の
路
線
に
は
∵
O
O
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
人
橋
や
、
ス
ノ
ー
シ

上鰐池部落の入口での起工式、神官によって

工事の安全が祈願されました、、

エ
ィ
ド
も
建
設
さ
れ
る
．
レ
｛
。
止
で
、

大
変
経
費
と
時
問
が
か
か
る
人
．
L

事
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

地
．
兀
の
期
待
も
人
き
く
、
　
一
H
も

早
い
膚
．
先
成
が
胡
．
L
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
起
工
式
後
の
祝
賀
会
の
巾
で
、

県
の
課
．
長
に
対
し
、
小
幽
．
r
生
全
員

で
冬
の
通
賜
．
あ
厳
し
さ
を
訴
え
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
近
藤
課
．
長
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭

　
　
　
　
　
　
　
嘉
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
循

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇

聴ヌ蓼
子供からお年寄
起工式を見守る

郷
松之山部落に設置してあるカゴ
この型は大きい方です、、

「
わ
が
む
ら
わ
が
ま
ち

　
　
自
慢
の
逸
品
ま
つ
り
」
、

　
　
　
開
　
催

　
近
年
、
　
「
村
お
こ
し
」
　
「
一
村

一
品
運
動
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地

域
活
性
化
の
た
め
の
特
産
品
づ
く

り
が
全
国
的
に
活
発
化
し
て
お
り
、

新
潟
県
に
お
い
て
も
市
町
村
・
商

工
団
体
・
農
協
等
が
様
々
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
、
新

し
い
特
産
品
の
販
路
開
拓
を
図
る

た
め
、
県
主
催
で
「
わ
が
む
ら
わ

が
ま
ち
自
慢
の
逸
品
ま
つ
り
［
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
各
市
町
村
か
ら
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
特
産
品
が
展
示
即
売

さ
れ
る
ほ
か
、
特
産
品
の
手
づ
く

り
実
演
、
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

県
下
の
ミ
ス
大
集
合
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
松
之
山
町
か
ら
は
商
工
会
の
野

　
鳥
こ
け
し
”
が
出
店
し
ま
す
。

▼
会
期
　
九
月
二
十
一
日
～
二
十

　
　
　
山
パ
日
ま
で

▼
会
場
　
新
潟
市
　
大
和
新
潟
店

「
財
政
的
に
は
厳
し
い
が
一
口
も

早
く
完
成
出
来
る
よ
う
県
と
し
て

も
努
力
す
る
一
と
約
束
し
て
行
か

れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
改
良
．
」
事
は
、
高
橋
組

に
よ
っ
て
部
落
の
人
H
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
夢
の
人
橋
を
渡
れ

る
口
も
、
そ
う
虫
迷
い
喉
で
は
な
い

よ
う
で
す
。

園　
　
　
　
　
　
　
窓

祝
賀
会
の
席
上
、
小
学
生
全
員
で

一
日
も
早
い
完
成
を
県
の
課
長
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

近藤県道路維持課長が「一日も早く完成

させるよう最大限の努力をします」と、

あいさつ
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松
之
山
古
絵
図
展
開
催

　
闘
豊
編
さ
ん
室
で
は
、
八
月
ヤ

了
十
四
日
の
二
日
悶
に
わ
た
り
、

こ
れ
ま
で
編
さ
ん
資
料
と
し
て
集

め
ら
れ
た
五
十
八
点
の
”
松
之
山

占
絵
図
展
”
を
セ
ン
ヲ
ー
大
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
展

小
さ
れ
た
古
絵
図
の
｝
な
物

は
、
江
戸
胎
代
の
検
地
絋
図
（
年

貞
を
取
り
た
て
る
た
め
耕
伯
曲
槙

を
記
し
た
も
の
）
や
、
御
並
口
請
場

絵
図
（
洞
川
の
管
理
・
修
復
◎
る

た
め
の
図
面
）
・
村
境
絵
図
な
ど

で
、
古
い
も
の
は
寛
正
四
句
（
ユ
、

叩
ハ
ニ
年
）
の
絵
図
も
あ
り
、
、
資

申
な
資
料
が
多
ζ
、
展
示
さ
れ
（
い

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

δ
給
図
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
り

ま
し
た
ら
足
非
、
町
史
編
さ
ん
室

ま
で
．
ご
一
報
ζ
、
だ
さ
い
。

を
お
願
い
し
ま
弓
、

　
電
話
は
役
蜴
（
六
1

一

の
乃
へ
。

協
ノご

禽

　　　　　　匿6

展示された「古絵図」の中には非常に

古い物や貴重な絵図が多くありました。

2
新
潟
県
美
術
博
物
館
所
蔵
品
展
多
く
の
町
民
が
目
の
保
養
！

　
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念
事
業

の
『
つ
と
し
て
、
ハ
月
h
日
～
七

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
”
県
美

術
博
物
館
所
蔵
〕
㎜
展
”
に
多
く
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
、
日
本
を
代
表
司

る
作
吊
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
三
十
二
点
の
件
口
㎝

は
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
物
ば

か
り
で
、
中
に
は
数
億
円
の
価
伯

が
あ
る
作
畠
も
あ
り
、
鑑
賞
に
来

ら
れ
た
万
に
と
っ
て
は
と
て
も
良

い
目
の
保
養
に
な
っ
た
串
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
美
術
展
が
小
さ
な

町
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
と

の
事
で
、
開
性
す
る
に
あ
た
り
危

色
な
苫
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
”
小
さ
な
町
の
美
術
展
”
を

続
け
て
い
つ
て
ほ
し
い
と
忠
い
ま

す
、

学生の姿も多く見られた3日間で

したQ

3
「
足
を
高
く
上
げ
て
ワ
ン
ツ
ウ
く
し
浦
田
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
浦
田
小
学
校
で
は
、
八
月
三
日

に
地
区
の
皆
さ
ん
の
体
力
ア
ッ
プ

を
目
的
に
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」

を
開
催
し
、
婦
人
の
万
や
先
生
な

ど
十
五
人
は
ど
が
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
万
は
、

牧
村
の
沖
見
■
小
学
校
の
斉
藤
昭
子

先
生
で
、
三
年
程
前
か
ら
ジ
ャ
ス

ダ
ン
ス
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
始
め
、

今
で
は
牧
村
の
方
で
も
週
側
回
か

指
導
さ
れ
（
い
る
ノ
て
）
C
弓
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
や
っ
て
い
る

と
、
心
肺
機
能
が
高
ま
り
余
分
な

脂
肪
が
と
れ
る
は
か
、
体
力
を
向

上
さ
せ
て
ス
9
ミ
ナ
も
伺
ぐ
、
そ
つ

で
、
是
非
続
け
て
は
し
い
（
特
に

太
り
ぎ
み
の
万
に
は
？
）
と
い
つ

串
で
◎
．

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
思
つ
て
い

た
よ
り
運
動
が
激
し
い
と
、
斗
び

っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
偵
張
つ

（
い
ま
し
た
。
約
皿
時
闘
Ψ
み
つ

ち
り
動
か
さ
れ
、
と
つ
（
も
ス
リ

ム
に
な
つ
て
帰
λ
ら
れ
た
よ
う
で

d
、

軽快なジャズダンスのリズムに乗って

一生けん命身体を動かす皆さん。

　　　　　　　　聖
　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　漕　　～　　　　　　　　　　鰍矯　　　　　　　　　　　璽
　　　　　　　　　　き　　　　　　F　　　　　　毫
　　　　　暗
　　　　　幽＝
　　　　心　　．

　　　雲・轟蝿鞠

む

まるで天然の冷蔵庫

4
浦
田
”
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾
”
今
年
も
都
会
人
が
い
つ
ば
い

雪かま君の中は冷やり

　
輿
夏
に
雪
を
梗
つ
て
お
も
い
つ

き
り
遊
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
”
か

ま
く
ら
塾
”
。
今
回
が
二
回
目
で
、

関
東
の
子
供
た
ち
を
中
心
に
パ
十

名
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
八
月
六
日
、
新
幹
線
や
マ
イ
カ

ー
を
利
用
し
て
浦
田
入
り
し
た
　

行
は
、
中
原
の
奥
に
件
ら
れ
た
．
ミ

ニ
ゲ
レ
ン
テ
で
さ
っ
そ
く
雪
遊
び
。

　
こ
ん
な
い
っ
ば
い
の
雪
は
初
め

て
と
い
う
人
が
は
と
ん
ど
で
、
大

人
も
子
供
も
ス
ホ
ン
や
靴
を
び
し

ょ
び
し
ょ
に
し
な
が
ら
大
は
し
ゃ

ぎ
。
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
．

　
豪
雪
塾
で
大
沽
躍
の
雪
か
ま
沼

も
作
ら
れ
ζ
お
り
、
中
に
八
る
と

ま
る
で
火
然
の
冷
蔵
庫
。
思
わ
ず

〕
ぞ
．
（
N
！

っ
と
す
る
気
持
ち
良

さ
ぐ
し
た
．

　
お
も
い
つ
き
り
遊
ん
だ
あ
と
は

”
焼
肉
バ
ー
テ
ィ
“
。
ウ
リ
ギ
一

瑚
丸
焼
き
〕
ー
ナ
ー
も
あ
つ
て
、

～
供
た
ち
は
び
っ
く
り
し
（
い
ま

し
た
．

　
民
泊
先
で
ゆ
2
（
、
り
、
く
う
ろ
い

で
迎
λ
た
二
日
目
。
演
流
つ
り
コ

ー
ス
・
由
粟
つ
み
コ
ー
ス
に
別
れ

て
、
の
ん
び
り
松
之
由
の
自
然
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

罰受

．譲

蜜
事

大人も子供も雪遊びに無中。
「やっばり来て良かった」とある塾生の一吾
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催
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で
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了
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日
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に
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り
、

こ
れ
ま
で
編
さ
ん
資
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と
し
て
集
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れ
た
五
十
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点
の
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松
之
山
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展
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ヲ
ー
大
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
展

小
さ
れ
た
古
絵
図
の
｝
な
物

は
、
江
戸
胎
代
の
検
地
絋
図
（
年

貞
を
取
り
た
て
る
た
め
耕
伯
曲
槙

を
記
し
た
も
の
）
や
、
御
並
口
請
場

絵
図
（
洞
川
の
管
理
・
修
復
◎
る

た
め
の
図
面
）
・
村
境
絵
図
な
ど

で
、
古
い
も
の
は
寛
正
四
句
（
ユ
、

叩
ハ
ニ
年
）
の
絵
図
も
あ
り
、
、
資

申
な
資
料
が
多
ζ
、
展
示
さ
れ
（
い

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

δ
給
図
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
り

ま
し
た
ら
足
非
、
町
史
編
さ
ん
室

ま
で
．
ご
一
報
ζ
、
だ
さ
い
。

を
お
願
い
し
ま
弓
、

　
電
話
は
役
蜴
（
六
1

一

の
乃
へ
。

協
ノご

禽

　　　　　　匿6

展示された「古絵図」の中には非常に

古い物や貴重な絵図が多くありました。

2
新
潟
県
美
術
博
物
館
所
蔵
品
展
多
く
の
町
民
が
目
の
保
養
！

　
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念
事
業

の
『
つ
と
し
て
、
ハ
月
h
日
～
七

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
”
県
美

術
博
物
館
所
蔵
〕
㎜
展
”
に
多
く
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
、
日
本
を
代
表
司

る
作
吊
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
三
十
二
点
の
件
口
㎝

は
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
物
ば

か
り
で
、
中
に
は
数
億
円
の
価
伯

が
あ
る
作
畠
も
あ
り
、
鑑
賞
に
来

ら
れ
た
万
に
と
っ
て
は
と
て
も
良

い
目
の
保
養
に
な
っ
た
串
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
美
術
展
が
小
さ
な

町
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
と

の
事
で
、
開
性
す
る
に
あ
た
り
危

色
な
苫
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
”
小
さ
な
町
の
美
術
展
”
を

続
け
て
い
つ
て
ほ
し
い
と
忠
い
ま

す
、

学生の姿も多く見られた3日間で

したQ

3
「
足
を
高
く
上
げ
て
ワ
ン
ツ
ウ
く
し
浦
田
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
浦
田
小
学
校
で
は
、
八
月
三
日

に
地
区
の
皆
さ
ん
の
体
力
ア
ッ
プ

を
目
的
に
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」

を
開
催
し
、
婦
人
の
万
や
先
生
な

ど
十
五
人
は
ど
が
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
万
は
、

牧
村
の
沖
見
■
小
学
校
の
斉
藤
昭
子

先
生
で
、
三
年
程
前
か
ら
ジ
ャ
ス

ダ
ン
ス
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
始
め
、

今
で
は
牧
村
の
方
で
も
週
側
回
か

指
導
さ
れ
（
い
る
ノ
て
）
C
弓
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
や
っ
て
い
る

と
、
心
肺
機
能
が
高
ま
り
余
分
な

脂
肪
が
と
れ
る
は
か
、
体
力
を
向

上
さ
せ
て
ス
9
ミ
ナ
も
伺
ぐ
、
そ
つ

で
、
是
非
続
け
て
は
し
い
（
特
に

太
り
ぎ
み
の
万
に
は
？
）
と
い
つ

串
で
◎
．

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
思
つ
て
い

た
よ
り
運
動
が
激
し
い
と
、
斗
び

っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
偵
張
つ

（
い
ま
し
た
。
約
皿
時
闘
Ψ
み
つ

ち
り
動
か
さ
れ
、
と
つ
（
も
ス
リ

ム
に
な
つ
て
帰
λ
ら
れ
た
よ
う
で

d
、

軽快なジャズダンスのリズムに乗って

一生けん命身体を動かす皆さん。

　　　　　　　　聖
　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　漕　　～　　　　　　　　　　鰍矯　　　　　　　　　　　璽
　　　　　　　　　　き　　　　　　F　　　　　　毫
　　　　　暗
　　　　　幽＝
　　　　心　　．

　　　雲・轟蝿鞠

む

まるで天然の冷蔵庫

4
浦
田
”
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾
”
今
年
も
都
会
人
が
い
つ
ば
い

雪かま君の中は冷やり

　
輿
夏
に
雪
を
梗
つ
て
お
も
い
つ

き
り
遊
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
”
か

ま
く
ら
塾
”
。
今
回
が
二
回
目
で
、

関
東
の
子
供
た
ち
を
中
心
に
パ
十

名
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
八
月
六
日
、
新
幹
線
や
マ
イ
カ

ー
を
利
用
し
て
浦
田
入
り
し
た
　

行
は
、
中
原
の
奥
に
件
ら
れ
た
．
ミ

ニ
ゲ
レ
ン
テ
で
さ
っ
そ
く
雪
遊
び
。

　
こ
ん
な
い
っ
ば
い
の
雪
は
初
め

て
と
い
う
人
が
は
と
ん
ど
で
、
大

人
も
子
供
も
ス
ホ
ン
や
靴
を
び
し

ょ
び
し
ょ
に
し
な
が
ら
大
は
し
ゃ

ぎ
。
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
．

　
豪
雪
塾
で
大
沽
躍
の
雪
か
ま
沼

も
作
ら
れ
ζ
お
り
、
中
に
八
る
と

ま
る
で
火
然
の
冷
蔵
庫
。
思
わ
ず

〕
ぞ
．
（
N
！

っ
と
す
る
気
持
ち
良

さ
ぐ
し
た
．

　
お
も
い
つ
き
り
遊
ん
だ
あ
と
は

”
焼
肉
バ
ー
テ
ィ
“
。
ウ
リ
ギ
一

瑚
丸
焼
き
〕
ー
ナ
ー
も
あ
つ
て
、

～
供
た
ち
は
び
っ
く
り
し
（
い
ま

し
た
．

　
民
泊
先
で
ゆ
2
（
、
り
、
く
う
ろ
い

で
迎
λ
た
二
日
目
。
演
流
つ
り
コ

ー
ス
・
由
粟
つ
み
コ
ー
ス
に
別
れ

て
、
の
ん
び
り
松
之
由
の
自
然
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

罰受

．譲

蜜
事

大人も子供も雪遊びに無中。
「やっばり来て良かった」とある塾生の一吾
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町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
「
歩
け
歩
け
大
会
し

　
八
月
二
十
㎜
臼
の
日
曜
臼
に
第

』
回
目
の
．
歩
け
歩
け
大
会
し
が

大
厳
寺
高
原
で
開
催
さ
れ
、
　
㎜
歳

か
ら
最
高
齢
七
十
二
歳
の
お
じ
い

さ
ん
ま
で
の
三
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
歩
く
コ
ー
ス
は
￥
大
厳
寺
馴
車

場
を
出
発
点
と
し
て
三
キ
0
・
五

キ
ロ
・
十
キ
ロ
の
三
つ
が
用
愚
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
合
っ
た
コ

ー
ス
を
選
ん
で
歩
き
ま
す
。

　
三
キ
巳
コ
ー
ス
は
越
の
不
勅
村

か
ら
大
展
望
台
ま
で
登
る
林
間
］

ー
ス
。
（
短
か
い
け
ど
「
番
勾
配

が
き
つ
い
）
、
五
キ
ロ
コ
ー
ス
は
、

峰
越
林
道
を
行
つ
ζ
キ
ノ
コ
園
か

ら
大
展
望
台
亭
通
っ
（
出
発
点
へ
。

一
番
長
い
十
或
ロ
コ
ー
ス
は
、
林

道
沿
い
に
深
坂
瞬
ま
で
登
り
、
キ

ノ
コ
園
の
所
か
ら
大
展
望
台
を
へ

嫉凋
ぐ

　
3
慰

　
　
　
》

　
　
縄
、
幡
矯

翌
嫁

　
　
　
、
㎜
。

撫欝

午前9時30分　3km、5km、10kmのコー
ス別に駐車場を出発

（
慰
典
場
へ
戻
る
、
実
質
的
に
は

寸
『
キ
ロ
以
上
あ
る
コ
！
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
参
加
者
の
中
に
は
保
喬
園
児
な

ど
小
さ
い
子
供
さ
ん
も
多
か
っ
た

の
で
◎
が
、
』
㎜
キ
ロ
の
厳
し
い
」

ー
ス
を
汀
だ
く
に
な
り
な
が
ら
最

倭
ま
で
順
張
つ
ζ
歩
き
ま
し
た
。

私
も
三
キ
ロ
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
が
、
五
キ
ロ
コ
ー
ス
よ
り
き
つ

か
つ
た
よ
う
で
弓
。

日へ2
　
　
目8

　
　
十
キ
ロ
コ
ー
ス
の
参
加
者
も
、

　
出
発
し
て
か
ら
二
時
間
三
十
分
後

　
に
は
全
員
完
走
し
、
健
脚
ぶ
り
を

　
見
せ
ま
し
た

．

　
　
歩
さ
終
わ
っ
・
た
入
に
は
胃
年
団

　
の
皆
さ
ん
が
作
つ
た
ト
ン
汁
が
サ

　
ー
ビ
ス
さ
れ
、
　
生
け
ん
命
歩
い

　
r
、
減
つ
た
お
腹
を
満
し
ζ
ぐ
、
れ
ま

　
　
ノ
、
）
．
。

　
t
ナ
た

　
　
来
葺
は
、
も
）
と
多
ピ
、
の
ヲ
ヤ

　
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
待
っ
て
い
ま
す
。

、箔

無事ゴールインした人たちを待っていたのは

おいしい豚汁。　「沢山あるからいっぱい食べ

て」と女子青年団

」
雁よ

み

▼
8
月
の
で
き
ご
と

5
日
　
県
美
術
博
物
館
所
蔵
品
展

　
　
　
（
7
日
ま
で
）

6
日
　
浦
田
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾

　
　
　
（
8
日
ま
で
）

21　19　18　14　13
日　H　ll　ll　H

2823
日　日

31

H

大
厳
寺
高
原
ま
つ
り

町
制
3
0
周
年
記
念
式
典

議
会
建
設
委
員
会

〃
　
全
員
協
議
会

第
一
回
歩
け
・
歩
け
大
会

テ
ニ
ス
大
会

戦
没
者
慰
霊
祭

第
一
回
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

農
業
委
員
会
総
会

▼
9
月
の
予
定

l
H
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

　
　
　
農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

2
口
　
選
挙
管
理
委
員
会

6
日
　
水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

8
H
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

9
日
　
法
務
総
合
相
談
（
セ
ン
タ

　
　
　
ー
）

14

日
　
議
会
運
営
委
員
会

⑳
H
　
九
月
議
会
定
例
会
（
2
1
日

　
　
　
ま
で
）

⑬まつのやま

6
ム
ラ
お
こ
し
講
演
会

畿
畷
莚
．
鋒
敏
艶
犠
霞

　
「
ム
ラ
お
こ
し
講
演
会
ー
過

疎
か
ら
の
脱
却
」
と
銘
打
つ
、
ユ

ニ
ー
ク
な
勉
強
会
が
八
月
二
十
日
、

町
公
民
館
三
省
分
館
の
体
育
館
を

会
場
に
、
地
区
内
外
か
ら
多
く
の

住
民
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ム
ラ
お
こ
し
に
は
ま

ず
、
地
域
の
人
々
が
主
体
的
な
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
。
蓄

名
人
の
話
を
聴
い
て
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
よ
う
と
、
三
省
分
館
、

　
　
　
　
　
　
　
峯
櫛
競
　
f
　
K

同
地
区
協
議
会
、
農
業
法
人
「
ド

リ
ー
ム
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
な
ど

が
主
催
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
講
師
と
し
て
招
へ
い
さ
れ
た
安

達
生
恒
先
生
（
萸
京
■
芸
大
学
教

授
、
社
会
濃
学
研
究
所
長
）
は
、

‘
約
『
時
間
皐
に
わ
た
っ
て
、
　
「
地

域
お
こ
し
、
農
業
φ
．
（
｝
し
へ
の
新

し
い
挑
戦
し
の
鋤
要
桝
を
、
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
、
分
か
り
易
く

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
演
た

　
　
　
　
　
　
　
　
講
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
諮

　
　
　
　
　
　
　
　
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
小
け

　
　
　
　
　
　
　
　
省
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
題

　
　
　
　
　
　
　
　
旧
問

　
先
生
は
ま
ず
、
米
の
輸
入
自
由

化
問
題
に
触
れ
、
仮
に
生
産
者
米

価
を
七
〇
％
引
き
下
げ
る
と
、
国

内
生
産
量
が
三
百
十
万
ナ
に
激
減

す
る
の
に
対
し
、
輸
入
量
は
パ
百

二
十
万
ナ
に
膨
れ
上
が
る
。
そ
れ

な
の
に
消
費
者
価
格
は
五
〇
％
し

か
下
が
ら
な
い
ー
と
、
米
輸
入

自
由
化
の
か
ら
く
り
を
鋭
く
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
㎜
乃
、
米
が
臼
由
化
さ
れ
て
も

　
、
頸
城
し
や
「
魚
沼
」
の
米
は
、

生
き
残
る
。
　
「
乃
円
の
ハ
㌧
ノ
カ
チ

が
売
れ
る
時
代
だ
。
「
万
円
の
ハ

ン
カ
チ
を
作
る
よ
う
な
米
作
り
を

目
指
せ
と
力
説
、
聴
衆
の
心
亭
と

ら
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
安
達
先
生
は
、
農
家
イ

弟
の
国
際
結
婚
に
つ
い
て
述
べ
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
か
ら
花
嫁
を
も
ら
う

の
は
、
も
ら
い
万
に
問
題
が
あ
る

と
し
て
、
カ
ネ
で
買
っ
て
来
る
よ

う
な
結
婚
の
在
り
方
を
批
判
さ
れ

ま
し
た
。

　
謁
演
の
後
の
座
談
会
で
は
、
体

脅
館
に
大
き
な
輪
が
広
が
り
、
地

域
お
こ
し
に
向
か
っ
て
沽
発
な
愚

見
交
換
が
行
わ
れ
、
意
義
深
い
率

H
を
過
ご
し
、
　
”
脚
の
栄
得
”
を

持
ち
帰
つ
た
の
で
し
た
。

7
「
こ
り
ゃ
ー
じ
ょ
ん
の
び
だ
あ
」

お
盆
に
お
風
呂
の
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
四
臼
間
、
浦
田
に
只
同
浴
場
が

出
来
て
多
く
の
乃
が
利
用
し
ま
し

た
。

　
．
」
れ
は
、
浦
田
豪
雪
塾
の
皆
さ

ん
が
湯
之
島
地
区
に
凸
．
曳
、
か
ら
湧

き
出
て
い
る
”
湯
田
観
音
の
湯
”

（
源
泉
ニ
ヨ
し
～
八
塵
）
を
、
浦

田
中
学
校
ま
ぐ
バ
、
可
ブ
で
引
つ
ば

り
、
四
十
塵
近
、
気
、
ま
で
熱
し
た
も

の
で
、
匂
い
は
そ
ん
な
に
な
い
も

の
の
、
非
常
に
◎
べ
っ
こ
い
お
湯

だ
そ
う
で
す
。

　
特
設
の
共
同
浴
場
に
は
朝
早
く

か
ら
地
元
の
万
が
次
々
と
訪
れ
、

四
日
間
で
延
八
～
九
百
人
の
万
が

利
用
さ
れ
た
と
か
。
中
に
は
、
「

臼
三
回
も
入
っ
た
と
い
う
人
も
い

て
、
大
盛
況
の
よ
う
で
し
た
。

　
入
浴
時
問
も
決
め
ら
れ
て
い
て
、

午
前
は
婦
人
、
午
後
は
男
牲
、
朝

六
時
か
ら
七
時
ま
で
は
混
浴
と
な

）
、
て
い
ま
し
た
が
、
混
浴
タ
イ
ム

も
な
か
な
か
盛
況
だ
っ
た
と
か
！

浦田中学校に設けられた共同浴場。

毎日多くの人が訪れ、のんびりお湯につカ

っていました。
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5
町
制
施
行
三
〇
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
「
歩
け
歩
け
大
会
し

　
八
月
二
十
㎜
臼
の
日
曜
臼
に
第

』
回
目
の
．
歩
け
歩
け
大
会
し
が

大
厳
寺
高
原
で
開
催
さ
れ
、
　
㎜
歳

か
ら
最
高
齢
七
十
二
歳
の
お
じ
い

さ
ん
ま
で
の
三
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
歩
く
コ
ー
ス
は
￥
大
厳
寺
馴
車

場
を
出
発
点
と
し
て
三
キ
0
・
五

キ
ロ
・
十
キ
ロ
の
三
つ
が
用
愚
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
合
っ
た
コ

ー
ス
を
選
ん
で
歩
き
ま
す
。

　
三
キ
巳
コ
ー
ス
は
越
の
不
勅
村

か
ら
大
展
望
台
ま
で
登
る
林
間
］

ー
ス
。
（
短
か
い
け
ど
「
番
勾
配

が
き
つ
い
）
、
五
キ
ロ
コ
ー
ス
は
、

峰
越
林
道
を
行
つ
ζ
キ
ノ
コ
園
か

ら
大
展
望
台
亭
通
っ
（
出
発
点
へ
。

一
番
長
い
十
或
ロ
コ
ー
ス
は
、
林

道
沿
い
に
深
坂
瞬
ま
で
登
り
、
キ

ノ
コ
園
の
所
か
ら
大
展
望
台
を
へ

嫉凋
ぐ

　
3
慰

　
　
　
》

　
　
縄
、
幡
矯

翌
嫁

　
　
　
、
㎜
。

撫欝

午前9時30分　3km、5km、10kmのコー
ス別に駐車場を出発

（
慰
典
場
へ
戻
る
、
実
質
的
に
は

寸
『
キ
ロ
以
上
あ
る
コ
！
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
．

　
参
加
者
の
中
に
は
保
喬
園
児
な

ど
小
さ
い
子
供
さ
ん
も
多
か
っ
た

の
で
◎
が
、
』
㎜
キ
ロ
の
厳
し
い
」

ー
ス
を
汀
だ
く
に
な
り
な
が
ら
最

倭
ま
で
順
張
つ
ζ
歩
き
ま
し
た
。

私
も
三
キ
ロ
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

た
が
、
五
キ
ロ
コ
ー
ス
よ
り
き
つ

か
つ
た
よ
う
で
弓
。

日へ2
　
　
目8

　
　
十
キ
ロ
コ
ー
ス
の
参
加
者
も
、

　
出
発
し
て
か
ら
二
時
間
三
十
分
後

　
に
は
全
員
完
走
し
、
健
脚
ぶ
り
を

　
見
せ
ま
し
た

．

　
　
歩
さ
終
わ
っ
・
た
入
に
は
胃
年
団

　
の
皆
さ
ん
が
作
つ
た
ト
ン
汁
が
サ

　
ー
ビ
ス
さ
れ
、
　
生
け
ん
命
歩
い

　
r
、
減
つ
た
お
腹
を
満
し
ζ
ぐ
、
れ
ま

　
　
ノ
、
）
．
。

　
t
ナ
た

　
　
来
葺
は
、
も
）
と
多
ピ
、
の
ヲ
ヤ

　
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
待
っ
て
い
ま
す
。

、箔

無事ゴールインした人たちを待っていたのは

おいしい豚汁。　「沢山あるからいっぱい食べ

て」と女子青年団

」
雁よ

み

▼
8
月
の
で
き
ご
と

5
日
　
県
美
術
博
物
館
所
蔵
品
展

　
　
　
（
7
日
ま
で
）

6
日
　
浦
田
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾

　
　
　
（
8
日
ま
で
）

21　19　18　14　13
日　H　ll　ll　H

2823
日　日

31

H

大
厳
寺
高
原
ま
つ
り

町
制
3
0
周
年
記
念
式
典

議
会
建
設
委
員
会

〃
　
全
員
協
議
会

第
一
回
歩
け
・
歩
け
大
会

テ
ニ
ス
大
会

戦
没
者
慰
霊
祭

第
一
回
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

農
業
委
員
会
総
会

▼
9
月
の
予
定

l
H
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

　
　
　
農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

2
口
　
選
挙
管
理
委
員
会

6
日
　
水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

8
H
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

9
日
　
法
務
総
合
相
談
（
セ
ン
タ

　
　
　
ー
）

14

日
　
議
会
運
営
委
員
会

⑳
H
　
九
月
議
会
定
例
会
（
2
1
日

　
　
　
ま
で
）

⑬まつのやま

6
ム
ラ
お
こ
し
講
演
会

畿
畷
莚
．
鋒
敏
艶
犠
霞

　
「
ム
ラ
お
こ
し
講
演
会
ー
過

疎
か
ら
の
脱
却
」
と
銘
打
つ
、
ユ

ニ
ー
ク
な
勉
強
会
が
八
月
二
十
日
、

町
公
民
館
三
省
分
館
の
体
育
館
を

会
場
に
、
地
区
内
外
か
ら
多
く
の

住
民
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ム
ラ
お
こ
し
に
は
ま

ず
、
地
域
の
人
々
が
主
体
的
な
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
。
蓄

名
人
の
話
を
聴
い
て
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
よ
う
と
、
三
省
分
館
、

　
　
　
　
　
　
　
峯
櫛
競
　
f
　
K

同
地
区
協
議
会
、
農
業
法
人
「
ド

リ
ー
ム
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
な
ど

が
主
催
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
講
師
と
し
て
招
へ
い
さ
れ
た
安

達
生
恒
先
生
（
萸
京
■
芸
大
学
教

授
、
社
会
濃
学
研
究
所
長
）
は
、

‘
約
『
時
間
皐
に
わ
た
っ
て
、
　
「
地

域
お
こ
し
、
農
業
φ
．
（
｝
し
へ
の
新

し
い
挑
戦
し
の
鋤
要
桝
を
、
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
、
分
か
り
易
く

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
演
た

　
　
　
　
　
　
　
　
講
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
諮

　
　
　
　
　
　
　
　
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
小
け

　
　
　
　
　
　
　
　
省
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
題

　
　
　
　
　
　
　
　
旧
問

　
先
生
は
ま
ず
、
米
の
輸
入
自
由

化
問
題
に
触
れ
、
仮
に
生
産
者
米

価
を
七
〇
％
引
き
下
げ
る
と
、
国

内
生
産
量
が
三
百
十
万
ナ
に
激
減

す
る
の
に
対
し
、
輸
入
量
は
パ
百

二
十
万
ナ
に
膨
れ
上
が
る
。
そ
れ

な
の
に
消
費
者
価
格
は
五
〇
％
し

か
下
が
ら
な
い
ー
と
、
米
輸
入

自
由
化
の
か
ら
く
り
を
鋭
く
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
㎜
乃
、
米
が
臼
由
化
さ
れ
て
も

　
、
頸
城
し
や
「
魚
沼
」
の
米
は
、

生
き
残
る
。
　
「
乃
円
の
ハ
㌧
ノ
カ
チ

が
売
れ
る
時
代
だ
。
「
万
円
の
ハ

ン
カ
チ
を
作
る
よ
う
な
米
作
り
を

目
指
せ
と
力
説
、
聴
衆
の
心
亭
と

ら
え
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
安
達
先
生
は
、
農
家
イ

弟
の
国
際
結
婚
に
つ
い
て
述
べ
、

フ
ィ
リ
ビ
ン
か
ら
花
嫁
を
も
ら
う

の
は
、
も
ら
い
万
に
問
題
が
あ
る

と
し
て
、
カ
ネ
で
買
っ
て
来
る
よ

う
な
結
婚
の
在
り
方
を
批
判
さ
れ

ま
し
た
。

　
謁
演
の
後
の
座
談
会
で
は
、
体

脅
館
に
大
き
な
輪
が
広
が
り
、
地

域
お
こ
し
に
向
か
っ
て
沽
発
な
愚

見
交
換
が
行
わ
れ
、
意
義
深
い
率

H
を
過
ご
し
、
　
”
脚
の
栄
得
”
を

持
ち
帰
つ
た
の
で
し
た
。

7
「
こ
り
ゃ
ー
じ
ょ
ん
の
び
だ
あ
」

お
盆
に
お
風
呂
の
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
四
臼
間
、
浦
田
に
只
同
浴
場
が

出
来
て
多
く
の
乃
が
利
用
し
ま
し

た
。

　
．
」
れ
は
、
浦
田
豪
雪
塾
の
皆
さ

ん
が
湯
之
島
地
区
に
凸
．
曳
、
か
ら
湧

き
出
て
い
る
”
湯
田
観
音
の
湯
”

（
源
泉
ニ
ヨ
し
～
八
塵
）
を
、
浦

田
中
学
校
ま
ぐ
バ
、
可
ブ
で
引
つ
ば

り
、
四
十
塵
近
、
気
、
ま
で
熱
し
た
も

の
で
、
匂
い
は
そ
ん
な
に
な
い
も

の
の
、
非
常
に
◎
べ
っ
こ
い
お
湯

だ
そ
う
で
す
。

　
特
設
の
共
同
浴
場
に
は
朝
早
く

か
ら
地
元
の
万
が
次
々
と
訪
れ
、

四
日
間
で
延
八
～
九
百
人
の
万
が

利
用
さ
れ
た
と
か
。
中
に
は
、
「

臼
三
回
も
入
っ
た
と
い
う
人
も
い

て
、
大
盛
況
の
よ
う
で
し
た
。

　
入
浴
時
問
も
決
め
ら
れ
て
い
て
、

午
前
は
婦
人
、
午
後
は
男
牲
、
朝

六
時
か
ら
七
時
ま
で
は
混
浴
と
な

）
、
て
い
ま
し
た
が
、
混
浴
タ
イ
ム

も
な
か
な
か
盛
況
だ
っ
た
と
か
！

浦田中学校に設けられた共同浴場。

毎日多くの人が訪れ、のんびりお湯につカ

っていました。
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意
外
に
古
か
っ
た

松
之
山
町
の
文
化
財

　
私
は
今
か
ら
十
三
年
前
新
潟
県

教
育
委
員
会
の
依
頼
で
、
県
文
化

行
政
課
の
専
門
委
員
玉
木
哲
氏
と

松
代
・
松
之
山
町
の
彫
刻
・
美
術

工
芸
品
を
調
査
そ
の
報
告
を
新
潟

県
文
化
財
調
査
年
報
第
予
四
に
記

し
ま
し
た
。
今
度
は
ま
た
縁
が
あ

っ
て
松
之
山
町
史
の
調
査
編
集
委

員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
松
之
山
の
歴
史

は
、
伝
説
的
に
は
大
変
古
く
、

文
献
資
料
で
は
比
較
的
に
新
し
い

と
う
の
が
実
状
で
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
で
最
も
古
い
史
料
は
、

建
武
四
年
（
．
、
、
．
．
．
．
し
）
足
利
尊
氏
が
近

臣
二
木
義
有
を
「
松
山
保
」
の
地

陽広寺の鉄製観音立像

頭
職
に
任
じ
た
文
書
で
す
。
こ
れ

は
新
潟
県
史
通
史
編
、
（
古
代
・

中
世
）
に
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
南
北
朝
争
乱
時
代
、
越

後
国
国
衙
領
頸
城
郡
の
東
端
「
松

山
保
」
は
v
足
利
・
新
田
党
争
奪

の
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
な
よ
う

で
す
。
ま
た
松
之
山
町
の
諸
寺
の

寺
伝
を
調
査
い
た
し
ま
す
と
、
創

立
は
戦
国
時
代
以
前
を
記
す
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
前

回
の
調
査
で
は
「
松
之
山
町
」
に

は
室
町
期
以
前
の
文
化
財
が
皆
無

だ
と
考
え
て
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
松
之
山
町
大
字
松
之

山
（
開
基
村
山
家
）
繁
茂
山
陽
広

　鵜瀦調酷
全高35．5cm　肘張10．5cm

胸高4．5cm

「
三
桶
深
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
」

　
町
史
編
さ
ん
の
考
古
・
原
始
班

で
は
、
三
桶
部
落
の
志
賀
永
占
さ

ん
宅
の
裏
の
畑
に
埋
っ
て
い
る
占

代
の
遺
跡
（
こ
こ
の
地
名
を
と
っ

て
深
旧
遺
跡
と
い
う
）
の
、
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
発
掘
に
は
夏
休
み
中
の
松

之
山
・
浦
田
中
学
校
の
生
徒
と
先

生
方
が
大
勢
協
力
し
て
く
れ
、
残

暑
が
厳
し
い
中
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
上
を
挽
っ
て
く
れ
て
い
ま

よ
。　

こ
の
発
掘
を
担
当
さ
れ
て
い
る

泰
繁
治
先
生
（
考
占
∵
原
始
）
に

よ
る
と
、
こ
の
深
田
遺
跡
は
縄
文

中
期
の
終
わ
り
か
ら
後
期
の
始
め

に
か
け
て
の
も
の
で
、
今
か
ら
四

壬
年
か
ら
四
看
κ
百
年
前
の
も
の

と
思
わ
れ
、
発
掘
さ
れ
た
圭
器
な

ど
を
見
る
と
長
岡
の
馬
高
式
・
栃

　　　　　　　　　一■■躍繍．3T｛　耀貴顎
夏休み中の中学生が発掘調査に協力して

くれました。細かい作業で大変でした、，

観音寺の木造彩色地蔵尊寺
で
、

繁嘱羅蒙
ら

ず
も

鉄
製
観
音
立

像
を
再
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
松
之
山
町
大
字
観
音
寺
は

本
郡
三
桶
村
高
館
の
城
主
、
盛
冨
、

康
永
二
年
（
寛
型
）
没
、
盛
種
、
延

文
三
年
（
三
茜
）
没
の
観
音
寺
開
基

を
伝
え
る
古
い
寺
で
す
が
、
南
北

　
　
へ
い
ゼ
み

朝
の
兵
焚
、
長
禄
四
年
（
更
。
）
創

立
、
江
戸
時
代
盲
．
丁
保
の
白
火
と
打

ち
続
き
、
な
ん
に
も
古
い
も
の
が

残
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
回
の
調
査
で
、
お

よ
そ
南
北
朝
時
代
と
推
定
さ
れ
る

木
造
彩
色
地
蔵
尊
像
を
一
見
し
ま

し
た
．

　
更
に
観
音
寺
境
内
を
歩
い
て
驚

い
た
こ
と
は
、
観
音
寺
墓
地
を
含

む
島
の
あ
る
同
芋
の
庭
園
は
、
室

町
様
式
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

尾
の
栃
倉
式
が
多
く
、
信
濃
川
中

流
の
影
響
を
強
く
う
け
て
い
る
よ

う
だ
と
い
う
事
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
遺
跡
の
特
徴
は
石

鹸
（
や
じ
り
）
が
少
な
く
、
押
鋸

（
物
を
叩
く
石
の
道
具
）
や
ク
ル

ミ
の
殻
が
川
て
来
る
事
な
ど
か
ら

狩
り
で
な
く
、
木
の
実
や
魚
を
と

っ
て
生
活
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

駕　　　　　　　　　　　ズ、く

できれいに泥が落され
　　　　　　　　　　　石
分けられます。　　　　σ）

　
　
遮
煮

　
　
惣
婁
き

　
ー
鮎
’
塙

轟茜

・導

．
ー
）
珂
庭

イ
σ
華
灘

懲

全高75cm　裾幅19．5cm　裾奥HOcm

で
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
恩
師
金
原
省
吾
博
士

が
既
に
長
野
大
学
記
要
に
こ
の
庭

園
を
発
表
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
県
で
は
、
江
戸
時
代

以
外
室
町
期
の
庭
園
は
一
つ
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
こ
れ
ら
の
鉄
物
や
、
彩

色
地
蔵
と
共
に
こ
の
庭
園
も
文
化

庁
そ
の
他
専
門
家
の
鑑
定
を
わ
ず

ら
わ
す
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
も
し
私
見
の
通
り
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
意
外
に
古
い
松
之
山

町
の
歴
史
が
改
め
て
別
の
角
度
か

ら
見
直
さ
れ
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
責
　
平
野
団
一
、
一

（
L
越
市
文
化
財
調
査
審
議
委
員
）

片
（
石
を
薄
く
剥
い
だ
物
）
が
非

常
に
多
く
出
土
し
て
い
る
所
か
ら
、

こ
こ
で
石
器
を
製
造
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
こ

に
は
一
～
。
．
一
家
族
が
か
な
り
長
い

問
生
活
し
て
い
た
様
チ
が
伺
え
ま

よ
）　

こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
黒
倉
の
十

文
山
．
r
遺
跡
を
は
じ
め
、
町
内
に
も

何
カ
所
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
に
泥
が
落
さ
れ
た
土
器
の

破
片
．

，
縄
文
土
器
特
有
の
も
よ
う
が
見
ら

れ
ま
す
、

郷
土
民
謡
教
室

好
評
開
催
中

　
郷
土
民
謡
教
室
で
は
会
を
重
ね

る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
の
民
謡
を
覚
え
た
り
、

踊
っ
た
り
し
て
み
た
い
方
、
途
中

か
ら
で
も
気
軽
に
出
掛
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
練
習
方
法
は
、
毎
月
九
日
と
二

十
二
日
の
夜
八
時
～
九
時
半
頃
ま

で
で
、
八
時
か
ら
九
時
ま
で
各
部

門
練
習
、
九
時
か
ら
合
同
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

▼
踊
り
の
部

　
東
川
の
小
野
塚
マ
チ
さ
ん
（
坂

　
本
）
の
指
導
の
も
と
に
、
セ
ン

　
タ
ー
大
会
議
室
で
実
施
し
て
い

　
ま
す
。
途
中
入
会
の
人
も
先
生
・

　
若
葉
会
の
方
々
が
手
ほ
ど
き
を

　
行
い
ま
す
。
参
加
者
は
二
十
～

　
四
＋
名
で
す
。

▼
楽
器
の
部
（
三
味
線
）

　
山
岸
貞
雄
さ
ん
・
高
橋
イ
セ
さ

　
ん
の
指
導
で
、
セ
ン
タ
ー
和
室

　
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

八
名
。

▼
民
謡
の
部

　
保
坂
広
一
さ
ん
・
久
保
田
茂
作

　
さ
ん
・
山
口
悌
二
さ
ん
・
小
野

　
塚
嘉
男
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
っ

　
て
い
ま
す
。
　
（
練
習
曲
に
よ
り

　
先
生
が
変
わ
り
ま
す
）

　
参
加
者
十
～
二
十
五
名
で
、
、
口

　
の
あ
け
方
、
発
声
の
仕
方
か
ら

　
勉
強
。

浦
田
松
坂
　
　
　
、

　
主
は
百
ま
で
、
わ
し
ゃ
九
十
九

　
ま
で
共
に
白
髪
の
生
ゆ
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
め
で
た
め
で
た
の
こ
の
家
の
座

　
敷
　
鶴
が
酌
し
て
亀
が
舞
う

松
之
山
松
坂

　
一
っ
唱
い
ま
す
は
ば
か
り
な
が

　
ら
　
カ
ナ
の
違
い
は
ご
め
ん
あ

　
れ
め
で
た
め
で
た
が
三
つ
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
ぐ
ら

　
な
れ
ば
　
倉
を
建
て
ま
す
金
庫

　
を

．
／
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まつのやま⑭

意
外
に
古
か
っ
た

松
之
山
町
の
文
化
財

　
私
は
今
か
ら
十
三
年
前
新
潟
県

教
育
委
員
会
の
依
頼
で
、
県
文
化

行
政
課
の
専
門
委
員
玉
木
哲
氏
と

松
代
・
松
之
山
町
の
彫
刻
・
美
術

工
芸
品
を
調
査
そ
の
報
告
を
新
潟

県
文
化
財
調
査
年
報
第
予
四
に
記

し
ま
し
た
。
今
度
は
ま
た
縁
が
あ

っ
て
松
之
山
町
史
の
調
査
編
集
委

員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
松
之
山
の
歴
史

は
、
伝
説
的
に
は
大
変
古
く
、

文
献
資
料
で
は
比
較
的
に
新
し
い

と
う
の
が
実
状
で
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
で
最
も
古
い
史
料
は
、

建
武
四
年
（
．
、
、
．
．
．
．
し
）
足
利
尊
氏
が
近

臣
二
木
義
有
を
「
松
山
保
」
の
地

陽広寺の鉄製観音立像

頭
職
に
任
じ
た
文
書
で
す
。
こ
れ

は
新
潟
県
史
通
史
編
、
（
古
代
・

中
世
）
に
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
南
北
朝
争
乱
時
代
、
越

後
国
国
衙
領
頸
城
郡
の
東
端
「
松

山
保
」
は
v
足
利
・
新
田
党
争
奪

の
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
な
よ
う

で
す
。
ま
た
松
之
山
町
の
諸
寺
の

寺
伝
を
調
査
い
た
し
ま
す
と
、
創

立
は
戦
国
時
代
以
前
を
記
す
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
前

回
の
調
査
で
は
「
松
之
山
町
」
に

は
室
町
期
以
前
の
文
化
財
が
皆
無

だ
と
考
え
て
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
松
之
山
町
大
字
松
之

山
（
開
基
村
山
家
）
繁
茂
山
陽
広

　鵜瀦調酷
全高35．5cm　肘張10．5cm

胸高4．5cm

「
三
桶
深
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
」

　
町
史
編
さ
ん
の
考
古
・
原
始
班

で
は
、
三
桶
部
落
の
志
賀
永
占
さ

ん
宅
の
裏
の
畑
に
埋
っ
て
い
る
占

代
の
遺
跡
（
こ
こ
の
地
名
を
と
っ

て
深
旧
遺
跡
と
い
う
）
の
、
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
発
掘
に
は
夏
休
み
中
の
松

之
山
・
浦
田
中
学
校
の
生
徒
と
先

生
方
が
大
勢
協
力
し
て
く
れ
、
残

暑
が
厳
し
い
中
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
上
を
挽
っ
て
く
れ
て
い
ま

よ
。　

こ
の
発
掘
を
担
当
さ
れ
て
い
る

泰
繁
治
先
生
（
考
占
∵
原
始
）
に

よ
る
と
、
こ
の
深
田
遺
跡
は
縄
文

中
期
の
終
わ
り
か
ら
後
期
の
始
め

に
か
け
て
の
も
の
で
、
今
か
ら
四

壬
年
か
ら
四
看
κ
百
年
前
の
も
の

と
思
わ
れ
、
発
掘
さ
れ
た
圭
器
な

ど
を
見
る
と
長
岡
の
馬
高
式
・
栃

　　　　　　　　　一■■躍繍．3T｛　耀貴顎
夏休み中の中学生が発掘調査に協力して

くれました。細かい作業で大変でした、，

観音寺の木造彩色地蔵尊寺
で
、

繁嘱羅蒙
ら

ず
も

鉄
製
観
音
立

像
を
再
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
松
之
山
町
大
字
観
音
寺
は

本
郡
三
桶
村
高
館
の
城
主
、
盛
冨
、

康
永
二
年
（
寛
型
）
没
、
盛
種
、
延

文
三
年
（
三
茜
）
没
の
観
音
寺
開
基

を
伝
え
る
古
い
寺
で
す
が
、
南
北

　
　
へ
い
ゼ
み

朝
の
兵
焚
、
長
禄
四
年
（
更
。
）
創

立
、
江
戸
時
代
盲
．
丁
保
の
白
火
と
打

ち
続
き
、
な
ん
に
も
古
い
も
の
が

残
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
回
の
調
査
で
、
お

よ
そ
南
北
朝
時
代
と
推
定
さ
れ
る

木
造
彩
色
地
蔵
尊
像
を
一
見
し
ま

し
た
．

　
更
に
観
音
寺
境
内
を
歩
い
て
驚

い
た
こ
と
は
、
観
音
寺
墓
地
を
含

む
島
の
あ
る
同
芋
の
庭
園
は
、
室

町
様
式
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

尾
の
栃
倉
式
が
多
く
、
信
濃
川
中

流
の
影
響
を
強
く
う
け
て
い
る
よ

う
だ
と
い
う
事
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
遺
跡
の
特
徴
は
石

鹸
（
や
じ
り
）
が
少
な
く
、
押
鋸

（
物
を
叩
く
石
の
道
具
）
や
ク
ル

ミ
の
殻
が
川
て
来
る
事
な
ど
か
ら

狩
り
で
な
く
、
木
の
実
や
魚
を
と

っ
て
生
活
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

駕　　　　　　　　　　　ズ、く

できれいに泥が落され
　　　　　　　　　　　石
分けられます。　　　　σ）

　
　
遮
煮

　
　
惣
婁
き

　
ー
鮎
’
塙

轟茜

・導

．
ー
）
珂
庭

イ
σ
華
灘

懲

全高75cm　裾幅19．5cm　裾奥HOcm

で
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
恩
師
金
原
省
吾
博
士

が
既
に
長
野
大
学
記
要
に
こ
の
庭

園
を
発
表
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
県
で
は
、
江
戸
時
代

以
外
室
町
期
の
庭
園
は
一
つ
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
こ
れ
ら
の
鉄
物
や
、
彩

色
地
蔵
と
共
に
こ
の
庭
園
も
文
化

庁
そ
の
他
専
門
家
の
鑑
定
を
わ
ず

ら
わ
す
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
も
し
私
見
の
通
り
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
意
外
に
古
い
松
之
山

町
の
歴
史
が
改
め
て
別
の
角
度
か

ら
見
直
さ
れ
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
責
　
平
野
団
一
、
一

（
L
越
市
文
化
財
調
査
審
議
委
員
）

片
（
石
を
薄
く
剥
い
だ
物
）
が
非

常
に
多
く
出
土
し
て
い
る
所
か
ら
、

こ
こ
で
石
器
を
製
造
し
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
こ

に
は
一
～
。
．
一
家
族
が
か
な
り
長
い

問
生
活
し
て
い
た
様
チ
が
伺
え
ま

よ
）　

こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
黒
倉
の
十

文
山
．
r
遺
跡
を
は
じ
め
、
町
内
に
も

何
カ
所
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
に
泥
が
落
さ
れ
た
土
器
の

破
片
．

，
縄
文
土
器
特
有
の
も
よ
う
が
見
ら

れ
ま
す
、

郷
土
民
謡
教
室

好
評
開
催
中

　
郷
土
民
謡
教
室
で
は
会
を
重
ね

る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
の
民
謡
を
覚
え
た
り
、

踊
っ
た
り
し
て
み
た
い
方
、
途
中

か
ら
で
も
気
軽
に
出
掛
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
練
習
方
法
は
、
毎
月
九
日
と
二

十
二
日
の
夜
八
時
～
九
時
半
頃
ま

で
で
、
八
時
か
ら
九
時
ま
で
各
部

門
練
習
、
九
時
か
ら
合
同
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

▼
踊
り
の
部

　
東
川
の
小
野
塚
マ
チ
さ
ん
（
坂

　
本
）
の
指
導
の
も
と
に
、
セ
ン

　
タ
ー
大
会
議
室
で
実
施
し
て
い

　
ま
す
。
途
中
入
会
の
人
も
先
生
・

　
若
葉
会
の
方
々
が
手
ほ
ど
き
を

　
行
い
ま
す
。
参
加
者
は
二
十
～

　
四
＋
名
で
す
。

▼
楽
器
の
部
（
三
味
線
）

　
山
岸
貞
雄
さ
ん
・
高
橋
イ
セ
さ

　
ん
の
指
導
で
、
セ
ン
タ
ー
和
室

　
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
参
加
者

八
名
。

▼
民
謡
の
部

　
保
坂
広
一
さ
ん
・
久
保
田
茂
作

　
さ
ん
・
山
口
悌
二
さ
ん
・
小
野

　
塚
嘉
男
さ
ん
が
指
導
に
あ
た
っ

　
て
い
ま
す
。
　
（
練
習
曲
に
よ
り

　
先
生
が
変
わ
り
ま
す
）

　
参
加
者
十
～
二
十
五
名
で
、
、
口

　
の
あ
け
方
、
発
声
の
仕
方
か
ら

　
勉
強
。

浦
田
松
坂
　
　
　
、

　
主
は
百
ま
で
、
わ
し
ゃ
九
十
九

　
ま
で
共
に
白
髪
の
生
ゆ
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
め
で
た
め
で
た
の
こ
の
家
の
座

　
敷
　
鶴
が
酌
し
て
亀
が
舞
う

松
之
山
松
坂

　
一
っ
唱
い
ま
す
は
ば
か
り
な
が

　
ら
　
カ
ナ
の
違
い
は
ご
め
ん
あ

　
れ
め
で
た
め
で
た
が
三
つ
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
ぐ
ら

　
な
れ
ば
　
倉
を
建
て
ま
す
金
庫

　
を

．
／
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松之山口■葛飾

　子供交換会
一緒に学んだ4日間

大厳寺高原についた葛飾の子供たち

　
毎
年
、
夏
休
み
に
行
っ
て
い
る

東
京
葛
飾
区
の
子
供
た
ち
と
、
松

之
山
の
子
供
た
ち
の
交
換
会
が
．

八
月
一
日
か
ら
四
H
ま
で
の
H
程

で
行
わ
れ
、
　
］
緒
に
キ
ャ
ン
プ
や

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ぞ
う
り
作
り
な
ど

し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
、
松
之
山
を
訪
れ
た
葛
飾

の
子
供
た
ち
は
、
小
学
校
四
年
～

六
年
生
七
十
六
人
で
、
そ
の
他
に

指
導
員
（
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
）

の
方
も
十
四
名
参
加
し
、
全
部
で

九
十
名
の
方
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
方
は
、
町
内
各
小
学

校
の
五
年
生
四
十
九
名
が
参
加
し
、

四
口
問
↓
緒
に
交
換
し
あ
い
ま
し

た
。　

第
一
H
は
、
東
京
を
午
前
中
に

出
発
し
た
葛
飾
の
一
行
が
、
午
後

三
時
に
大
厳
寺
高
原
に
到
着
。
地

元
の
小
学
生
と
対
面
式
・
班
編
成

を
し
た
あ
と
、
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

た
め
の
テ
ン
ト
設
営
や
、
夕
食
の

準
備
に
か
か
り
ま
し
た
。
夜
は
み

ん
な
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
友
好
を
深

め
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
口
目
は
、
釣
り
や
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
班
別
に
白
由
行
動
を
し
た

り
、
浦
田
中
学
校
ま
で
下
り
て
来

て
、
地
一
兀
の
方
た
ち
か
ら
ワ
ラ
ぞ

う
り
作
り
を
習
う
な
ど
し
た
あ
と
、

葛
飾
の
子
供
た
ち
は
浦
…
地
区
で

民
泊
。
地
元
の
子
供
た
ち
は
自
宅

へ
帰
り
ち
ょ
っ
と
の
問
お
別
れ
で
す
。

　
三
日
目
は
田
麦
立
方
面
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の
厳
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い
サ
バ
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ル
ハ
イ
ク
。
じ
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が
い
も
掘
り
を
し
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り
、
皆
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な

で
昼
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を
作
っ
た
り
。
夜
は
大
花

火
大
会
も
し
ま
し
た
。

　
楽
し
い
思
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出
が
い
っ
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い
出
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た
四
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と
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、
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も
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、
一
度
発
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な
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想
も
出
来
な
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よ
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な
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事
も
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ら
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る
今
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、
災
害

に
強
い
地
域
、
社
会
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く
り
を
推

進
す
る
に
は
事
業
所
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
が
］
』
体
と
な
っ
た
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災

体
制
の
確
立
も
極
め
て
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
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ら
、
次
に
よ
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災
講
演
会
を
開
催
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る
運
び
と
な
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ま
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た
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こ
の
際
、
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非
皆
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よ
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だ
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の
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を
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。
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で
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と
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と
、
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取
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、
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が
多
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、
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の
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的
な
利
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を
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法
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の
趣
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に
反
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す
。
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、
あ
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、
そ
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を
取
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の
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す
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の
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9月15日は敬老の日

健康は一生の“財産。
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　昭和62年の日本人の平均寿命をみると、男性が75．61歳、

女性が81．39歳となり、前年よりも約0．4歳延びました。

　男・女とも世界のトップの長寿国です。しかし、長寿の反

面、お年寄りの皆さんがどのくらい健康で老後の生活をして

いるかというと、多くの方は何らかの病気をかかえながら過

していると言われます。昭和61年度のある調査では、65歳以

上のお年寄りの有病率（何らかの病気を持っている人の割合）

は、1，000人中644．5人にものぽり、かなり高い数字が出てい

ます。

　これからますます寿命が延びる事と思います。若いうちか

ら日々の健康づくりを心がけ、健康な老後生活をしたいもの

です。

　敬老の日を迎えるにあたり、松之山町で長寿な方々を紹介

します。

■■■■■■■町内長寿ベスト20！■■■■■■■■

①福原　タマさん　99歳（天水越）

②保坂　タッさん　95歳（松　口）

③相沢喜重郎さん　93歳（水　梨）

④相沢シサノさん　92歳（小　谷）

⑤久保田ヲヨさん　92歳（新　田）

⑥相田　弥吉さん　92歳（大荒戸）

⑦高橋　スミさん　92歳（中　尾）

⑧田中　ハヤさん　91歳（小　谷）

⑨山口　トメさん　91歳（藤　倉）

⑩津端　コトさん　90歳（光　間）

⑪佐藤　マチさん　90歳（天水越）

⑫小口　武男さん　90歳（松之山）

⑬村山　カネさん　90歳（赤　倉）

⑭高橋　よ志さん　89歳（天水島）

⑮小野塚一平さん　89歳（東　川）

⑯高橋　ツルさん　89歳（天水島）

⑰福原正さん89歳（東川）
⑱本山　ッヤさん　89歳（田麦立）

⑲村山　ハルさん　89歳（松之山）

⑳久保田和七さん　89歳（松之山）

　　　（9月1日現在満年齢）

　
詰
碁
の
回
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
期
限
は
九
月
二
十
六
日
㈲

ま
で
と
し
ま
す
。
正
解
者
に
は
粗
品
を

進
呈
。
　
（
役
場
議
会
事
務
局
ま
で
）

9月号　出題

●
●

黒先白死（5手まで）

外から攻めます。

戸籍の窓
　　　おめでた（雌）
ゆう　こ

裕子ちゃん　設楽長栄さんの二女（観音寺）
かずひと

一仁ちゃん　丸山公宏さんの長女（上の山）

原
藤
口
川

福
佐
樋
早

お《薙》み　（死亡）

音治さん

幸栄さん
き　い

き砿さん

カクさん

77歳

74歳

74歳

87歳

（小谷）

（月　池）

（中尾）

（北浦田）

平　田

つんね

巾

勘兵
＊8月1日から31日までの届出分です。

瀞？瓢莞・ろ　です・

　
最
近
、
松
之
山
で
は
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
次
々
と
登
場
し
、

町
民
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま

っ
て
来
ま
し
た
が
、
八
月
二
十
八

日
の
日
曜
日
に
農
協
主
催
に
よ
る

松
之
山
で
は
初
め
て
の
”
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
”
が
開
催
さ
れ
、

十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
ど

ん
な
ス
ポ
ー
ツ
か
ご
存
知
で
す
か
？

ボ
ー
ル
は
普
通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

よ
り
大
き
く
て
、
ス
ポ
ン
ジ
み
た

い
に
柔
ら
か
く
当
っ
て
も
痛
く
あ

り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ト
は
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
の
広
さ
を
利
川
し
、
ネ
ッ
ト

の
高
さ
は
一
八
O
セ
ン
チ
と
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
試
合
人
数
は
そ

の
都
度
違
い
ま
す
が
、
こ
の
日
は

一
チ
ー
ム
四
人
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
ベ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
お

も
し
ろ
い
所
は
、
飛
ん
で
来
た
ボ

ー
ル
を
必
ず
三
回
で
相
手
に
帰
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
で
す
。
例

え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
し
て
一
回
で

帰
す
と
失
点
に
な
り
ま
す
。
ボ
ー

ル
が
柔
か
い
た
め
子
供
・
女
性
で

も
気
軽
に
出
来
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
普
及
す
る
種
口
か
と
旧
心
い
ま
す

　
こ
の
日
の
大
会
は
第
一
回
口
と

あ
っ
て
、
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー

が
続
出
。
参
加
さ
れ
た
十
六
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
楽
し
そ
う

に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

子供たちを主体にした“ジャンケン

大会、豪華な商品がいっばい

応
援
に
か
け
つ
け
た
子
供
た
ち
も

参
加
し
て
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
人
賞
チ

ー
ム
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

優
勝
束
川
バ
レ
ー
チ
ー
ム

準
優
勝
　
高
校
生
チ
ー
ム

三
位
松
之
山
B
チ
ー
ム

まつのやま⑱

●

ま
た
ま
た
鼎
爾
露

第7回
町長杯争奪テニス大会

饗

騰

　
八
月
二
十
一
日
の
夕
方
四
時
か

ら
、
休
養
村
セ
ン
タ
ー
前
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
、
第
七
回
の
町
長
杯

争
奪
テ
ニ
ス
大
会
が
行
わ
れ
、
男

女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
八
チ
ー
ム
・

男
子
ダ
ブ
ル
ス
に
六
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
の
テ
ニ
ス
人
口
は

ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
松
之
山
で
は
一
時
期
よ
り

減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
若
者
を
主
体
に
愛
好
家
も
沢
山

い
て
、
年
一
回
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス

一
　
位
柳
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長
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久
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

　
　
　
　
樋
口
　
幸
宏
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ト
O
の
ー
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　　響’　一ヅ署騨〆

　　　　　　　　　寒＿，一
　　ケ　、　．、．＿駁　　ご、

くわがたをつかまえるところ

珍豆
　〆L　鳳　帰㌔・

勲マ
　、

　　嬬レ

たきざわてつやくん
おばけがばけてゲタ箱から出てくるの

　　へ攣　》愚歎

総
　
ゆ

鰯
　
》

たなべすすむくん

第
五
回
松
之
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
寿
楽
会
強
し

　
今
回
で
第
五
回
口
を
迎
え
た
町

内
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
八
月
二

十
九
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
町
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛

好
家
の
皆
さ
ん
で
作
ら
れ
た
十
六

チ
ー
ム
が
、
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

すずきまさひこくん

輪
懸
》

総
亀

　
　
　
鍵
職
、

さかなつりをしているところ

瀬鱒轄騨一』・　幣

艦．劉一左

むらやまたけしくん

戸
、
ゲ
》

ロケットと消防車

　
今
年
は
不
思
議
な
こ
と
に
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
い
う
と
雨
が

降
り
、
何
回
か
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
愛
好
家
の
皆
さ
ん
を
ガ
ッ
カ

リ
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
口

は
晴
天
で
、
皆
さ
ん
の
び
の
び
プ

レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
つ
の
コ
ー
ト
を
使
っ
て
四
チ

ー
ム
ず
つ
で
チ
選
を
行
い
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
一
番
勝
っ
た
チ
ー
ム
同

志
（
四
チ
ー
ム
）
で
準
決
勝
・
決

勝
を
行
っ
た
結
果
、
松
之
山
寿
楽

会
A
チ
ー
ム
・
B
チ
ー
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
一
位
∴
一
位
と
な
り
、
ヒ
位

を
独
占
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
強

四
位
は
湯
山
松
楽
会
チ
ー
ム
で
し

た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
技
術
も
そ
う

で
す
が
作
戦
が
難
し
く
、
各
チ
ー

ム
の
監
督
さ
ん
は
大
変
苫
労
し
て

い
ま
し
た
。
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久
保
田
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栄
さ
ん
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天
水
島
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編
集
後
記

　
厳
し
か
っ
た
残
暑
も
九
月
の
声

を
聞
い
た
と
た
ん
影
を
潜
め
、
涼

し
い
秋
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
よ
い
よ
収
穫
の
秋
を
迎
え
ま

す
。
心
配
さ
れ
た
稲
の
作
柄
も
平

年
並
み
か
、
や
や
豊
作
と
い
う
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時

期
に
パ
セ
掛
け
や
、
機
械
に
よ
り

ケ
ガ
を
さ
れ
る
方
が
沢
山
い
ま
す
。

忙
し
さ
の
中
に
も
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
ケ
ガ
の
な
い
農
作
業
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
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　　　　文化の秋（松之山中ブラスバンド部の1寧奏会9月3日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198810月号（，、、、，）

。月旧現在□総人。4，・45人（一2）□男1，978人（一2）Eコ女2，・67人（±・）□世帯数1・205戸（土0）

　）内は9月1日との比較


